
Ａ 試合会場レポート 試合番号 002 開催日 2023/05/05
2023年度 第71回黒鷲旗 全日本男女選抜バレーボール大会 男子 会場： 丸善インテックアリーナ大阪

観客数： 開始時間： 14:00 終了時間： 15:41 試合時間： 01:41 主審： 戸川　太輔 副審： 明井　寿枝
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　結果は残念でしたが、最後まで戦
いました。
　このチームで戦えたことは誇りに
思います。
　選手、スタッフの皆様お疲れさま
でした。
　ファンの皆様、パンサーズを応援
頂きありがとうございました。

西川 耿 アライン 藤中(謙) 　本日もサントリーサンバーズへの
ご声援ありがとうございました。
　V.LEAGUEから１週間しか経ってお
らず、正直に言えば、この大会に対
し、もう一度モチベーションを高め
ることは難しかったです。
　うまく切り替えられた者、そうで
ない者、様々な感情がこもった大会
だと思います。今大会で引退する選
手もいると思いますが、彼らにとっ
て思い出深い大会になってくれる事
を願っています。
　決勝のカードはV.LEAGUEと同じく
WD名古屋となりました。こんなに早
くリベンジする機会を設けることが
できたことに感謝し、ファンの皆様
に最高の試合をお届けしたいと思い
ます。ここまでできた選手をねぎら
うと共に誇りに思います。
　今日も素晴しい環境で試合をさせ
ていただきありがとうございました
。
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＜要約レポート＞
　日本代表メンバーで主力を欠くも順当に駒を進めたパナソニックパンサーズと、アジアクラブ選手権を控え、フルメンバーで本大会を挑むサ
ントリーサンバーズが準決勝で激突。
　第１セット、序盤から会場内がどよめくラリーを両チームが展開する中、サントリーはムセルスキー、アラインが強烈なスパイクを打ち、得
点を重ね、このセットを先取する。
　第２セット、パナソニックはクビアク、仲本の相手ブロックを利用したスパイクを決め、少しずつ点差を広げる。サントリーも高さを活かし
た攻撃を仕掛けるも、パナソニックは必死にサイドアウトを重ね、このセットを取り返す。
　第３セット、サントリーは佐藤、彭のクイックで攻め立て、序盤から主導権を握る。パナソニックは新、大竹を起用し、巻き返しを図るも、
サントリーはペースを乱すことなく、このセットも取り、決勝進出に王手をかける。
　第４セット、サントリーは藤中(謙)のコースギリギリを攻めたスパイクに加え、アラインが３連続サービスエースを決めるなど、一気に突き
放す。パナソニックも途中交代で入った今村が気迫あるスパイクを懸命に打ち込むが、あと一歩及ばず、サントリーが勝利し、決勝に駒を進め
た。
　パナソニックはV.LEAGUEでの優勝に貢献した渡辺奏吾を始め、今大会でチームを去るメンバーの胴上げを行い、観客の温かい拍手の中、コー
トを後にした。

作成者： 吉川　耕平

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


